
課所室業務棚卸総括表

16 部局 課所室 作成者（職） （氏名） （連絡先） 棚卸表コード No.

７月２１日 収入役室 工事検査室 ‐ ‐ ‐ ⑯2収工06 収入役―6

実績(H15） 目標(H17) 人工数(人） 予算（千円）

０件 ０件 6．０人 581

100% 100% 6．０人 581

実績(H15） 目標(H17)

０１

148点 185点

０２

148点 185点

０３

100% 100%

・対象　　請負者及び監督員。　　

　　　      ②工事成績評価点を平成１６年５月契約課ホームページに掲載し、公表している。

　　　　　　　 る。

　　　　　  ②請負者における自主検査及び監督員の段階確認の実施を徹底するよう指導する。

　　　　  　③関係法令の遵守及び共通仕様書等の照査の徹底と現場・品質・安全管理の徹底を指導

　　　　　  　 する。

　　　　　　④工事写真、工事記録簿等の整理について指導する。

・内容　　①中間検査回数の見直し等、検査体制の充実・強化を図り、請負者及び監督員を指導す

・目的　　市が行う建設工事のより適正な履行の確保を図る。　　

・目的　　市が行う建設工事のより適正な履行の確保を図る。　　

　　　      　 ホームページに掲載）する。併せて、施工技術の情報提供を行う。

（4）「秋田市建設工事検査規程」の改正及び「検査マニュアル」の作成

平成１６年度中に改正及び作成作業を行い、平成１７年４月本実施予定。

④現場管理指導

・内容　　①「秋田市建設工事検査規程」及び「秋田市工事検査成績採点要領」を公表（工事検査室

・対象　　請負者及び監督員と技術の担当総括者。

・目的　　市が行う建設工事の適正な履行の確保と請負者の適正な選定及び指導育成に資する。　　

・内容　　「適正化法」及び「適正化指針」に準じて見直しを行い、より公正な工事成績評価を行う。

・目的　　請負者をより適正に評価し、次の指名に反映させる。　　

・内容　　現行評定票の評価対象項目を４項目から８項目に細分化する。

・対象　　請負者及び監督員と技術の担当総括者。

平成１６年５月工事検査室ホームページを開設。

・対象　　請負者及び監督員。

担当業務
目的 工事検査及び実地指導を行う。

適切な工事検査

④建設工事検査規程の改正

①工事検査室内会議の開催

②適正化法に関する調査（アンケート）

③研修会の参加

⑧ホームページによる情報提供

①関係法令の遵守指導

③施工技術指導

年度 担当（係）

作成日 ―

成果指標

上位目的 市で行う建設工事の適正な工事目的物を確保する。 施工後の瑕疵件数

業務名称 工事検査業務

活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））
事業費
（千円）

備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

⑧立ち入り点検

①完成検査

②既済部分検査

③中間検査

④その他検査

⑤工事成績評定

 平成16年度（前期）行政経営会議用  様式２

検査体制の整備

期限内処理率

⑥工事検査調書作成

⑦検査台帳とりまとめ

⑦工事写真、工事記録等管理指導

②設計図書の遵守指導

581

適正処理率

工事成績評価点
（１）工事成績評定票の改正

平成１６年度中に「新評定表」による試行実施及び再調整を行い、平成１７年４月本実施予定。

（２）「秋田市工事検査成績採点要領」の見直し

平成１６年度中に見直し作業を行い、平成１７年４月本実施予定。

―

実地指導の徹底

―

⑤品質管理指導

⑥安全管理指導

（３）ホームページによる情報提供
工事成績評価点

⑤検査マニュアルの作成
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